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特別利益及び特別損失の発生並びに業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

当社は、平成 21年３月期におきまして、下記のとおり特別利益及び特別損失を計上いたしますので
お知らせするとともに、最近の業績の動向等を踏まえ，平成 21年２月３日に公表いたしました平成 21
年３月期通期（平成 20年４月 1日～平成 21年３月 31日）の業績予想について、下記のとおり修正い
たしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．特別利益及び特別損失の発生とその内容について 
 当社はこれまで、売上依存度の高かったリモートメール以外の新規事業を立ち上げてリスク分散を

図るとともに、売上拡大路線のもと事業展開を行ってまいりましたが、昨今の業界環境の変化や金融

危機・景気後退などの状況を鑑み、営業キャッシュフロー重視へ経営方針の切り替えを行い、昨年の

第３四半期よりグループ子会社及び事業の再編を実施しました。 
 この結果、連結７社体制から単体のみとなり、単体においても確実に黒字化を達成するため３事業

（リモートメール事業、モバイルコンテンツ事業、エンコード事業）へ絞り込みを行いました。 
 これらの大規模な事業再編に伴い、以下のとおり一時的に大きな特別損失が発生しております。 
 
（１）連結 
１．特別利益 680百万円 
①関係会社株式売却益 666百万円（グローバル・コミュニケーション・インク株式売却益計上） 
②その他特別利益    14百万円（事業売却に伴う特別利益） 
 
２．特別損失 1,694百万円 
①固定資産除却損    23百万円 （事業縮小及び整理に伴う固定資産の除却損計上） 
②関係会社株式評価損   94百万円  （連結子会社であるＮＶソフト株式会社及び合肥網村信息

技術有限公司の清算に伴う株式評価損計上） 
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③減損損失       112百万円 （不採算事業の撤退に伴う減損損失計上） 
④投資有価証券評価損  207百万円 （現状の収益及び純資産の状況などを勘案し投資有価証券

評価損を計上） 
⑤その他特別損失    101百万円 （回収可能性の低下による資産評価損及び商品価値の低下

による棚卸資産評価損計上及び事業縮小・撤退、子会社

清算に伴う退職に関する費用計上） 
⑥貸倒引当金繰入   1,156 百万円 （連結子会社であるＮＶソフト株式会社及び合肥網村信息

技術有限公司の清算及び株式会社グローバル・コミュニ

ケーション・インク株式売却に伴う貸付金に対する引当

金計上及び回収可能性の低下した資産に関する引当金

計上） 
 

 
（２）個別 
１．特別利益 24百万円 
①その他特別利益        24百万円  （事業売却に伴う特別利益） 
 
２．特別損失 1,521百万円 

   ①固定資産除却損    19百万円 （事業縮小及び整理に伴う固定資産の除却損計上） 
   ②関係会社株式評価損  71 百万円 （連結子会社であるＮＶソフト株式会社及び合肥網村信

息技術有限公司の清算に伴う株式評価損計上） 
   ③減損損失       107百万円 （不採算事業の撤退に伴う減損損失計上） 
   ④投資有価証券評価損  207百万円 （現状の収益及び純資産の状況などを勘案し投資有価証

券評価損を計上） 
   ⑤その他特別損失    86 百万円 （回収可能性の低下による資産評価損及び商品価値の低

下による棚卸資産評価損計上及び事業縮小・撤退、子

会社清算に伴う退職に関する費用計上） 
   ⑥貸倒引当金繰入   1,030 百万円 （連結子会社であるＮＶソフト株式会社及び合肥網村信

息技術有限公司の清算及び株式会社グローバル・コミ

ュニケーション・インク株式売却に伴う貸付金に対す

る引当金計上及び回収可能性の低下した資産に関す

る引当金計上） 
 
 
 
 



 

２．平成 21年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20年 4月 1日～平成 21年３月 31日）        

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益(注)

 
前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 

百万円

2,491

百万円

△296

百万円

△298

百万円 

△583 

円 銭

△25,598.10

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ )   2,395    △356      △372 △1,680 △795.61

増   減   額 (Ｂ－Ａ) △96      △60     △74 △1,097 ― 

増    減    率（％）  △3.8％ ― ― ― ― 

前期実績（平成 20年３月期） 2,917 △145 △157 △536 △25,368 81

(注)平成 21年 1月 4日付で 1株につき 100株の割合をもって株式分割いたしました。 
 
３．平成 21年 3月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20年 4月 1日～平成 21年３月 31日）        

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

当期純利

益 
１株当たり 

当期純利益(注) 

 
前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 

百万円

2,100

百万円

△130

百万円

△110

百万円 

△110 

円 銭

△5,207.19

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 2,078      △194       △170 △1,703 △806.75

増   減   額 (Ｂ－Ａ)       △22 △64 △60 △1,593 ― 

増    減    率（％） △1.0％ ― ― ― ― 

前期実績（平成 20年３月期） 2,242 26 27 △468 △22,165 29

(注)平成 21年 1月 4日付で 1株につき 100株の割合をもって株式分割いたしました。 
 
 
４．業績予想の修正の理由 
（１）連結 

売上高につきましては、個別業績の修正要因に加えて、株式会社グローバル・コミュニケーシ

ョン・インクにて展開している携帯電話販売事業の不調により、前回発表の業績予想（平成 20
年２月３日付）を下回る見込みであります。これらの売上高の減少に伴い、営業利益・経常利

益につきましては、前回発表の業績予想を下回る見込みであります。 
当期純利益につきましては、営業利益・経常利益の減少及び、上記特別利益、特別損失の発生

により、前回発表の業績予想を下回る見通しとなりました。 
 
（２）個別 

売上高につきましては、ソリューション事業における受託案件の減少により、前回発表の業績

予想（平成 21年２月３日付）を下回る見込みであります。 
これらの売上高減少に伴い、営業利益、経常利益につきましても前回発表の業績予想を下回る



 

見込みであります。 
当期純利益につきましては、営業利益・経常利益の減少及び、上記特別利益、特別損失の発生

により、前回発表の業績予想を下回る見通しとなりました。 
 

 

以 上 
 

※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 


